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22．平潟洋一：HIV-1-RNA定量および高感度定量．臨床検査項辞典 大塚アッセイ研究所 櫻林郁之介、熊坂一成

編、大塚製薬株式会社 p1067、2003．

23．平潟洋一：HIV-1抗原．臨床検査項辞典 大塚アッセイ研究所 櫻林郁之介、熊坂一成 編、大塚製薬株式会社

p1068、2003．

24．平潟洋一：HIV-2抗体（WB法）．臨床検査項辞典 大塚アッセイ研究所 櫻林郁之介、熊坂一成 編、大塚製薬株

式会社 p1069、2003．

25．平潟洋一：HIV-1＋2型抗体．臨床検査項辞典 大塚アッセイ研究所 櫻林郁之介、熊坂一成 編、大塚製薬株式会

社 p1070、2003．

26．河野 茂、平潟洋一：クラミジア感染症．長寿科学辞典 祖父江逸郎 編、医学書院 pp673-675、2003．

27．河野 茂、平潟洋一：リケッチア感染症．長寿科学辞典 祖父江逸郎 編、医学書院 pp675-680、2003．

28．平潟洋一：VRE感染症．今日の治療指針 山口 徹、北原光夫 編、医学書院 p146、2003．

29．河野 茂、平潟洋一：HACEKグループおよびその他のグラム陰性菌による感染症．ハリソン内科学 日本語版（和

訳）福井次矢、黒川 清 監修、pp976-978、2003．

30．平潟洋一：敗血症．「看護アセスメントに役立つ検査の読み方」上平 憲、田代隆良 編、医学芸術社

pp453-457、2003．

31．平潟洋一：MRSA感染症．「看護アセスメントに役立つ検査の読み方」上平 憲、田代隆良 編、医学芸術社

pp458-462、2003．

32．平潟洋一、河野 茂：市中肺炎の原因微生物診断率向上の秘訣．呼吸器診療の二頁の秘訣 福地義之助 編、金原

出版 pp120-121、2003．

33．平潟洋一、河野 茂：カラーアトラス ビブリオ・ブルニフィカス（Vibrio vulnificus）．病原菌の今日的意味 改

訂３版 松本慶蔵 編、医薬ジャーナル社 pp126-130、2003．

34．平潟洋一、河野 茂：ビブリオ・ブルニフィカス（Vibrio vulnificus）病原菌の今日的意味．改訂３版 松本慶蔵

編、医薬ジャーナル社 pp525-534、2003．
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原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2003 30 1 0 0 31 28 9 25 34 0 68 99

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2003 0 0 10 10 1 3 32 36 46

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2003 0.313 7.75 0.903 7

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2003 75.85 18.963 2.709
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